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ご あ い さ つ

一般財団法人北海道陸上競技協会　会長

八　田　盛　茂
　ホクレン・ディスタンスチャレンジ2021が今年
も開催出来ますことを心よりお喜び申し上げま
す。今年も全５戦として開催されます。５会場に
おいて７月に開催出来ますことは、共催をいただ
きます千歳市、深川市、士別市、北見市、網走市
の各自治体様、日本陸上競技連盟様並びに日本実
業団陸上競技連合様の絶大なご支援ご協力による
ものと心から感謝申し上げます。
　昨年度の大会を振り返ってみますと第２戦深川
大会の女子3000ｍにおいて田中希実選手（豊田自
動織機ＴＣ）が日本新記録を樹立しました。この
記録をきっかけに千歳大会では5000ⅿで吉居大和
選手（中央大学）、3000ⅿSCで三浦龍司選手（順
天堂大学）がＵ20日本新記録を樹立しました。そ
のほか自己ベスト・シ－ズンベストを多数の選手
が更新する走りを見せてくれました。北海道内の
競技場においてこれだけの好記録が誕生したこと
は道民にとって誇りであり、北海道のジュニア選
手や陸上競技ファンに大きな希望と感動を与えて
くれました。今年もこの大会がそれぞれの選手の
ステップとなることを願い、各会場での熱いレ－
スを期待いたします。
　大会を開催するにあたり、ご協賛をいただいて
おりますホクレン農業協同組合連合会様、競技会
運営にご指導ご協力をいただております、日本陸
上競技連盟強化委員会の皆様の多大なご支援に心
から厚くお礼申し上げます。
　最後に、競技会の主管をお願いいたします各会
場陸上競技協会の皆様に感謝申し上げ大会の成功
を祈りあいさつといたします。

ホクレン農業協同組合連合会　代表理事会長

篠　原　末　治
　広大な自然に抱かれた、初夏のさわやかな北海
道を舞台に「ホクレン・ディスタンスチャレンジ
2021」が、今年も開催されますことを心よりお慶
び申し上げます。
　さて、昨年から新型コロナウイルスの影響によ
り全国の陸上競技会、大会の中止や延期、また
「東京オリンピック2020」についても本年へ延期
されました。「ホクレン・ディスタンスチャレン
ジ」につきましては、昨年に引き続き各自治体の
協力のもと、感染拡大防止対策を徹底したうえで
開催の運びとなり非常に嬉しく感じております。
中長距離選手・競歩選手の強化を目的とした本大
会も今年で19回目を迎えますが、本年は士別、深
川、網走、北見、千歳の５大会の開催となりま
す。昨年度はオリンピック内定の選手を始め多く
のトップクラスの選手が参加され、日本記録の更
新や自己ベスト更新が続出する等、非常に盛り上
がった大会となり、また参加した選手からは開催
に対して感謝の言葉がＳＮＳ等で多く目にする機
会があり、非常に嬉しく感じております。
　ホクレンは一昨年創立100周年という大きな節
目を迎え、次の100年に向け新たなスタートを
切っております。これもひとえに北海道の農畜産
物を様々な分野で支えて頂いている皆様のおかげ
であります。また、100周年に合わせて設定した
コーポレートメッセージ「つくる人を幸せに、食
べる人を笑顔に」のように、食を通じて生産者、
消費者の皆様に多くの喜びをお届け出来る組織を
目指し、北海道農業のために全力を尽くして参り
ます。
　終わりに、新型コロナウイルスの影響から本大
会の開催・運営に大変ご尽力いただいている関係
者の皆さまに敬意を表しますとともに、令和３年
の中長距離大会「ホクレン・ディスタンスチャレ
ンジ」に参加される選手の皆さんのご健闘、大会
の盛行を祈念いたしまして挨拶とさせていただき
ます。
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ご あ い さ つ

千　歳　市　長

山　口　幸太郎
　「ホクレン・ディスタンスチャレンジ2021千歳
大会」にご参加くださいました多くの選手をはじ
め、スタッフ・役員の皆様を心から歓迎申し上げ
ます。
　このハイレベルな大会が本市で開催されますこ
とは、大変光栄なことであり、多大なご尽力を賜
りました関係者の皆様に心から感謝を申し上げま
す。
　さて、昨年は、新型コロナウイルス感染症の拡
大に伴う対策として、観客を300名に限定しての
開催となりましたが、万全の感染対策のもと一人
の感染者を出すことなく、そして、5000ｍでは
U20日本新記録と日本高校新記録が生まれ、3000
ｍ障害でも日本歴代２位・U20日本新記録が誕生
するなど、好記録に恵まれた大会となりました。
　毎年、本市で合宿を行っていただいている選手
の皆様をはじめとする、トップアスリートのス
ピード感あふれる迫力あるレースを間近で観戦で
きることは、またとない機会となることから、本
大会の開催は千歳市民にとっても大きな喜びであ
り、非常に意義深いものであります。
　本年もシリーズ全５戦の最終戦として開催さ
れることとなり、800ｍ、1500ｍ、2000ｍ障害、
3000ｍ、5000ｍ、10000ｍと多くの競技種目が繰
り広げられますが、本大会に参加される選手の皆
様には、日頃の成果をいかんなく発揮し、高い成
績を収められるようご健闘をお祈り申し上げま
す。
　本市といたしましても、選手の皆様のさらなる
競技力の向上に向け、陸上合宿のまちとしてト
レーニング環境の充実に努めてまいりますので、
今後も多くのチームの皆様に「合宿地」として本
市をご活用いただければ幸いです。
　結びとなりますが、本大会の開催にあたり昨年
から引き続き、ご指導ご協力を賜りました公益財
団法人日本陸上競技連盟、一般社団法人北海道陸
上競技協会、道央陸上競技協会、さらにはご支援
賜りましたホクレン農業協同組合連合会をはじ
め、関係者の皆様に重ねて感謝を申し上げますと
ともに、本大会の成功をお祈り申し上げ、歓迎の
ご挨拶といたします。

深　川　市　長

山　下　貴　史
　今年も日本陸上界のトップアスリートがさわや
かな初夏を迎えた北海道に集い、熱戦を繰り広げ
る「ホクレン・ディスタンスチャレンジ大会」が
盛大に開催されますことに心からお喜びを申し上
げます。
　また、レベルの高いこの大会を第１回大会から
毎年本市で開催いただいておりますことは、大変
光栄なことであり厚くお礼を申し上げますととも
に、深川大会にご参加くださいました選手、ス
タッフ、役員の皆様を心から歓迎申し上げます。
　昨年のこの大会は、新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため無観客での開催となりましたが、
女子3000ｍに出場された田中希実選手が本市陸上
競技場において初となる日本記録を樹立し、コロ
ナ禍の中、久しぶりに明るく活気の出る話題をお
届けすることができましたことは記憶に新しいと
ころでございます。５大会で唯一のナイター開催
であります深川大会は、涼しい環境でのレースと
なり、選手の皆さんが最大限のパフォーマンスを
発揮され、自己ベストの更新やさらにレベルの高
いレースへ出場するための足掛かりの大会となり
ますことを期待しております。
　さて本市では、陸上競技を中心としたスポーツ
合宿招致によるまちづくりを大きな施策の一つと
しており、昨年、宿泊施設であります「エフパシ
オ」に最新機器を完備したトレーニングルームを
オープンしました。また、今年度はウッドチップ
のクロスカントリーコースであります「桜山パ
ワーアップロード」の全面改修工事を終えるな
ど、アスリートの皆様に充実したトレーニングを
行っていただけるよう、各種スポーツ施設の整備
に努めております。今後も更なる環境整備に努め
て参りますので、陸上競技をはじめ多くのアス
リートの皆さんにご利用いただけることを願って
おります。
　結びに、新型コロナウイルス感染症は依然衰え
を見せず、北海道におきましても市民生活だけで
はなくスポーツ界へも多大な影響を及ぼしている
中、本大会の開催にあたり、ご指導・ご協力をい
ただきました日本陸上競技連盟並びに北海道陸上
競技協会、特別協賛を賜りましたホクレンをはじ
め、関係者の皆様に心から感謝を申し上げますと
ともに、本大会の成功をご祈念申し上げ歓迎のご
挨拶といたします。
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ご あ い さ つ

士　別　市　長

牧　野　勇　司
　『ホクレン・ディスタンスチャレンジ2021士別
大会』にご参加くださいました選手、スタッフ、
役員の皆様に心からご歓迎を申し上げます。
　今年で19回目を迎える本大会が、日本陸上界に
おける中・長距離を代表するトップアスリートを
お迎えし、爽やかな夏の季節を迎えた道北の士別
市において開催されることは、「スポーツ合宿の
里づくり」に取り組んでいる本市にとりまして、
大変光栄なことと存じます。
　さて、昨年の新型コロナウイルス感染症の世界
的流行により、１年以上が経過した現在において
も様々な活動が制限され、未だ収束が見通せない
厳しい状況が続いています。
　選手の皆様は、環境の変化への対応やモチベー
ション維持等による精神的な負担が増えるなか
で、感染リスクに考慮しながら、様々な創意工夫
をもってトレーニングに励み、競技会に向けて取
り組んでこられたことと推察いたします。
　このような状況のなかで開催される士別大会
は、道内を転戦される全５戦のうち第１戦とし
て、計６種目の競技が行われ、日本トップレベル
の選手の激走をとおして、この困難な局面に立ち
向かう勇気と感動を与えてくれるものと期待して
おり、日頃の練習の成果を十分に発揮され、自己
記録の更新、さらには日本記録更新に向けて、全
力で「チャレンジ」されますようご健闘をお祈り
申し上げます。
　本大会の開催にあたりご指導・ご協力を賜りま
した公益財団法人日本陸上競技連盟並びに一般財
団法人北海道陸上競技協会、さらには特別協賛を
賜りましたホクレンをはじめ関係者の皆様に対し
心から敬意を表し感謝を申し上げます。
　結びに、本大会の成功と選手並びに関係各位の
さらなるご健勝とご活躍を祈念申し上げ、ご挨拶
といたします。

北　見　市　長

辻　　　直　孝
　「ホクレン・ディスタンスチャレンジ2021北見
大会」の開催にあたり、多くの参加選手の皆様を
心から歓迎申し上げます。
　今年で15回目を迎える本大会は、中・長距離、
競歩トップアスリートの競技力と記録の向上を目
指す大会として、本市では2007年から開催されて
います。これまで多くの選手・役員の皆様に参加
をいただいていることに改めて深く感謝申し上げ
ます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止
の観点から北見大会を中止させていただきました
が、今年は、関係機関、団体のご協力により感染
拡大防止対策を徹底した中で開催させていただき
ます。
　さて、本市は、「ひと・まち・自然きらめくオ
ホーツク中核都市」の実現を目指し、地域の特性
を生かしながら、輝くふるさとづくりを進めてい
ます。中でも、日照率が高く湿度が低い快適な環
境を生かした『スポーツ合宿事業』は、今年で37
年目を迎え、例年、道内外からさまざまな競技種
目のトップアスリートが集まる夏の風物詩となっ
ておりますが、一方で昨年来のコロナ禍により、
多くのチームが合宿を見送るなど厳しい状況が続
いております。そういう意味では、本大会の開催
は、たいへん意義深いものであると同時に、感染
対策の徹底が一層求められるものと考えておりま
す。
　また、本年は東京オリンピック・パラリンピッ
クが開催される年であり、本大会に出場される選
手の皆様の競技意欲も高まっているところと拝察
いたします。
　本市の清々しい気候のもと、日頃の練習の成果
を存分に発揮され、自己ベストの更新、さらには
日本記録更新にチャレンジしていただき、選手の
皆様の競技力向上につながるようご期待申し上げ
ます。
　結びに、本大会の開催及び関連事業の実施にあ
たりご協力を賜った公益財団法人日本陸上競技連
盟、一般財団法人北海道陸上競技協会、オホーツ
ク陸上競技協会をはじめ、関係の皆様に厚くお礼
申し上げ、ご挨拶といたします。
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ご あ い さ つ

網　走　市　長

水　谷　洋　一
　今年で19回目となるホクレン・ディスタンス
チャレンジ2021網走大会が、国内中長距離界の
トップアスリートをお迎えし、この爽やかな季節
に当市で開催されるにあたり、ご参加くださいま
した選手、スタッフ、役員の皆様を、心から歓迎
申し上げます。
　昨年からの新型コロナウイルス感染症の影響に
より、全国各地のスポーツ大会が延期または中止
となるなど大会関係者の皆様は、大変ご苦労され
たことと思います。
　その中でも昨年の網走大会は、陸上競技会で初
めて観客を入れての開催となり、新型コロナウイ
ルス感染症対策を徹底し、競技場内のエリアを分
けるなど様々な対策を行い実施しました。参加人
数は制限されましたが、約250名の選手の皆様の
参加により、ハイレベルなレースが展開され、観
戦に訪れた多くの市民が魅了されたところであり
ます。これまでさまざまな困難と向き合い、力走
する皆様の姿は多くの市民に感動を与えていただ
いています。
　さて、当市は、晴れの日が多く日照時間が長い
清涼な気候の特徴を生かし、陸上競技をはじめラ
グビー、サッカーなどスポーツ合宿の誘致に積極
的に取り組んでおり、昨年も日本スケート連盟ス
ピードスケートナショナルチームや陸上実業団な
ど多くの皆様にご利用いただきました。
　選手の皆様におかれましても、当市を合宿地と
してご利用いただき、今後の陸上競技でのさらな
る飛躍の機会となることを期待しております。
　おわりに、本大会の開催にあたり、多大なご尽
力を賜りました公益財団法人日本陸上競技連盟、
並びに一般財団法人北海道陸上競技協会、オホー
ツク陸上競技協会をはじめ、関係の皆様に厚くお
礼を申し上げ、歓迎の挨拶といたします。
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※１ T11～13のレースは日本ブラインドマラソン協会へ確認すること。
※２ ペースメーカーは、主催者が準備する。

※３ 第５戦　千歳大会は、WA競技会カテゴリーを「Eカテゴリー」として開催する。（その他の大会は、「Fカテゴリー」となります）
※４ ウイルス性の感染症等や悪天候などを含む、競技運営および安全確保に支障をきたす不可抗力事態が発生または発生する恐
　　 れがある場合は、必要に応じて大会中止、一部中止、日程変更等を含む種目内容を変更する。中止や変更などが生じた場合
　　 の詳細は、日本陸連HP内にあるホクレン・ディスタンスチャレンジのページや、ソーシャルメディア等で発表する。

ホクレン・ディスタンスチャレンジ2021大会要項

大会コンセプト　開催都市の観光促進、地域振興に繋がり、住民に喜ばれるイベントとして中長距離シリーズを開催
　　　　　　　　し、国際競技会で活躍できる中長距離選手の育成・強化を図る。
１．主　　催　　北海道陸上競技協会
２．共　　催　　日本実業団陸上競技連合、網走市、北見市、士別市、千歳市、深川市
３．後　　援　　北海道新聞社、北海道文化放送、読売新聞社
４．主　　管　　道央陸上競技協会、空知陸上競技協会、道北陸上競技協会、オホーツク陸上競技協会
５．協　　賛　　ホクレン農業協同組合連合会
６．協　　力　　デサントジャパン株式会社
７．運営協力　　日本陸上競技連盟・強化委員会
８．会場・期日・種目

９．参加資格
　2021年度日本陸上競技連盟登録競技者のうち次のいずれかに該当する者に出場を認める。
　また、日本在住外国籍競技者の参加は、各大会の種目毎に10名を上限とする。ただし、１組に出場する日本在住外
国籍競技者は５名以内とする。
海外から入国する競技者の出場については、事前に大会事務局へ承認を得た場合に限り出場を認める。
（１）各種目にて定められたターゲットナンバーを上限に、次の各号に該当する競技者。若い数字を優先する。
　　　ただし、ペースメーカーは、ターゲットナンバーに含まない。

１）日本陸上競技連盟強化競技者（ゴールド・シルバー）、東京2020オリンピック競技大会日本代表および補欠
競技者。

２）参加標準記録を満した記録上位者。参加標準記録は当該種目の資格記録を優先する。
（２）ターゲットナンバーとは別に、次に該当する競技者で日本陸上競技連盟強化委員会が認める競技者。
　　・日本陸上競技連盟強化委員会が推薦する競技者。
　　・協賛社が推薦する競技者。
　　・主催者が推薦する競技者。

10．参加標準記録
　別紙の通りとする。（10ページ参照）
　※有効期間内に各大会定められた参加標準記録を満たしていること。
　※参加標準記録の有効期限は、2020年１月１日～１次、２次エントリー締切日まで。

11．申し込み制限
　１大会につき１人１種目までの申し込みとする。

※新型コロナウイルスの対応策について
　本連盟主催大会では、「陸上競技活動再開についてのガイダンス」に準拠し競技会運営を行います。
ガイダンス最新版は、本連盟 HP（https://www.jaaf.or.jp/on-your-marks/）に掲載をしておりますので、大会参加
者の皆様は必ず事前にお目通しいただき、感染症対策を徹底したうえでご参加をお願い致します。
　また、今後ガイダンスの更新に当たり、大会要項を変更する可能性がございます。予めご了承ください。

会　　場

第１戦　士別大会

第２戦　深川大会

第３戦　網走大会

第４戦　北見大会

第５戦　千歳大会

士別市陸上競技場

深川市陸上競技場

網走市営陸上競技場

北見市東陵公園陸上競技場

千歳市青葉陸上競技場

７月３日（土）

７月７日（水）

７月10日（土）

７月14日（水）

７月17日（土）

1500m, 3000m, 5000m

5000m, 10000m
1500m, 5000m, 10000m, 3000mSC
T11～13・5000m※1
800m, 5000m, 10000m
T11～13・5000m※1
800m, 1500m, 5000m, 2000mSC

1500m, 3000m, 5000m

3000m, 5000m, 10000m
800m, 3000m, 5000m, 10000m, 3000mSC
T11～13・5000m※1
1500m, 3000m, 5000m
T11～13・5000m※1
800m, 1500m, 3000m, 5000m, 10000m
2000mSC

場　　所 期　　日 種　　目
男　　子 女　　子

① 主催者が準備するペースメーカー以外は認めない。
② 設定ペースについては、事前に協議し決定する。
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12．申し込み方法
　申込は、１次エントリーと、ターゲットナンバーから外れた競技者に対して、２次エントリーを設ける。
第１戦から第５戦ともに2021年６月17日（木）16：00までに以下の手順で登録・エントリーを行うこと。
（１）団体登録

　大会期間中に大会事務局から連絡を行う可能性があるため、エントリーする競技者もしくはチームの代表者は
団体登録を行うこと。
　登録フォームURL：https://forms.gle/adpFQ8SogHhdBu1T9

（２）エントリー
　エントリーフォームおよび、エントリースケジュールは後日、日本陸連HPに掲載する。
　掲載先：https://www.jaaf.or.jp/competition/detail/1626/）
【１次エントリー申込期限】
　2021年６月７日（月）～18日（金）16：00まで
【２次エントリー申込期限（各大会10日前）】※ターゲットナンバーから外れた競技者のみ】
　士別大会：６月22日（火）～６月23日（水）16：00まで
　深川大会：６月22日（火）～６月27日（日）16：00まで
　網走大会：６月22日（火）～６月30日（水）16：00まで
　北見大会：６月22日（火）～７月４日（日）16：00まで
　千歳大会：６月22日（火）～７日７日（水）16：00まで

13．参加料
（１）１種目につき3,000円　
　　※参加料の一部は、新型コロナウイルス感染症対策費用として充当する。
（２）参加料は大会６日前に発表される確定エントリーリストを確認後、以下の期日までに各大会指定された口座へ

振り込むこと。※競技会当日会場での支払いは受け付けない。
　　※口座情報はHPの大会要項に記載。
（３）振込後に欠場する場合は、参加料の返金は行わない。

14．欠場について
　大会事務局（hokurendc@jaaf.or.jp）へ必ず連絡をすること

15．新型コロナウイルス感染症対策
・大会開催に向けて準備を進めているが、新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、競技会の開催が中止・延
期になる場合があるので、予めご了承いただきたい。なお、本大会は、日本陸上競技連盟の「陸上競技再開のガイ
ダンス」（https://www.jaaf.or.jp/news/article/13857/）に準拠し競技会運営を行う。

・大会参加者の皆様は、必ず事前に確認いただき、感染症対策を徹底したうえでのご参加をお願いしたい。また、今
後ガイダンスの更新に当たり、大会要項を変更する可能性あるので、予めご了承いただきたい。

・大会前、大会後の体調チェックについては、日本陸連HPに掲載する。

16．個人情報の取扱について
（１）主催者及び共催者は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等を順守し個人情報を取扱う。尚、取得した

個人情報は、大会の資格審査、プログラム編成及び作成、記録発表、公式ホームページその他競技運営及び陸
上競技に必要な連絡等に利用する。

（２）新型コロナウイルス感染拡大を防止するため、参加者は体調管理チェックシートを提出すること。本チェック
シートは本大会において新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、参加者の健康状態を確認すること
を目的とする。本チェックシートに記入いただいた個人情報については、厳正なる管理のもとに保管し、健康
状態の把握、来場可否の判断および必要なご連絡のためにのみ利用する。また、個人情報保護法等の法令にお
いて認められる場合を除き本人の同意を得ずに第三者に提供しない。但し、大会会場にて感染症患者またはそ
の疑いのある方が発見された場合に必要な範囲で保健所等に提供することがある。

（３）本大会はテレビ放送及びインターネット上で動画配信を行うことがある。
（４）大会の映像・写真・記事・個人記録等は、主催者、共催者及び主催者、共催者が承認した第三者が大会運営及

び宣伝等の目的で、大会プログラム・ポスター等の宣伝材料、テレビ・ラジオ・新聞・雑誌・インターネット
等の媒体に掲載することがある。

17．競技用靴について
　スパイクピンの長さは、9mm 以内。いずれの場合もスパイクピンの数は11本以内とする。
　競技用靴についてはWAの新規定が適用される。靴底の厚さは、800m以上の種目は25mmまでとする。

18．問い合わせ
　日本陸連事務局　肥田埜　里枝、廣瀬　静香、大野　果穂　　E-mail：hokurendc@jaaf.or.jp
【大会情報掲載先】
　ホクレンDC大会ページ：https://www.jaaf.or.jp/competition/detail/1626/
　Twitterアカウント　　：@hokurendc
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種目配置・標準記録

※北見大会：感染症対策のため参加人数（組数）を当初より減らしての開催となります。（６／７）
※女子種目の深川10000m、網走3000m、10000m、千歳5000mは、ターゲット記録を設定し、ペースメーカーを設定する。
　他大会種目は、エントリー状況に応じて、ペースメーカーを設定する。
　ターゲット記録　深川10000m：32'45"、網走3000m：8'50"、網走10000m：①31'40" ②32'15"、千歳5000m：15'20"

期日・会場・種目

男　　子
（各大会 380名程度 / 1レース 800m 10名程度、1500m 15名程度、3000m,5000m,10000m 30名程度）
※各大会、種目毎に国内在住外国人選手のエントリーは10名を上限とする。ただし、1組5名以内を上限とする。

7月3日（土）
士別大会（男子3、女子3）

7月7日（水）
深川大会（男子2、女子3）

7月10日（土）
網走大会（男子４、女子5）

7月14日（水）
北見大会（男子3、女子3）

7月17日（土）
千歳大会（男子3、女子６）

800m

2組
20名
1'55"00

1組
10名
1'51"00

1500m
2組
30名
3'50"00

2組
30名
3'50"00

１組
15名
3'45"00

3000m
1組
30名
8'30"00

（14'30"00）

5000m
5組
150名
14'30"00
（29'30"00）
4組
120名
14'30"00
（29'30"00）
4組
120名
14'30"00
（29'30"00）
3組
90名
14'30"00
（29'30"00）
5組
150 名
14'30"00
（29'30"00）

10000m

3組
90名
29'30"00
（14'30"00）
2組
60名
29'30"00
（14'30"00）
1組
30名
29'30"00
（14'30"00）

2000mSC

1組
15名
8'55"00

（14'00"00）

3000mSC

1組
15名
8'55"00

（14'00"00）

期日・会場・種目

女　　子
（各大会 380名程度 / 1レース 800m 10名程度、1500m 15名程度、3000m,5000m,10000m 30名程度）
※各大会、種目毎に国内在住外国人選手のエントリーは10名を上限とする。ただし、1組5名以内を上限とする。

7月3日（土）
士別大会（男子3、女子3）

7月7日（水）
深川大会（男子2、女子3）

7月10日（土）
網走大会（男子４、女子5）

7月14日（水）
北見大会（男子3、女子3）

7月17日（土）
千歳大会（男子3、女子６）

800m

2組
20名
2'15"00

1組
10名
2'10"00

1500m
1組
15名
4'30"00

1組
20名
4'30"00

１組
15名
4'25"00

3000m
2組
60名
9'45"00

（16'40"00）
1組
30名
9'45"00

（16'40"00）
1組
30名
9'45"00

（16'40"00）
1組
30名
9'45"00

（16'40"00）
2組
60名
9'45"00

（16'40"00）

5000m
3組
90名
16'40"00
（9'45"00）
3組
90名
16'40"00
（9'45"00）
2組
60名
16'40"00
（9'45"00）
2組
60名
16'40"00
（9'45"00）
2組
60名
16'40"00
（9'45"00）

10000m

1組
30名
34'00"00

（16'40"00）
1組
30名
34'00"00

（16'40"00）

1組
30名
34'00"00

（16'40"00）

2000mSC

1組
15名
10'30"00
（9'15"00）

3000mSC

1組
15名
10'30"00
（9'15"00）
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